
 

 

「幼稚園園児保護者の就労状況等に関するアンケート」 

へのご協力のお願い 

 

皆様には、日頃から市政の運営にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

現在、本市では、早ければ平成２７年度に施行が予定されている「子ども・子育て支援新

制度」の実施に向けた準備を進めています。 

新制度の実施に向けた準備を進める上では、地域における様々なニーズの正確な把握が必

要です。幼稚園教育を一層充実させ、幼稚園の教育活動である預かり保育に対する支援をも

一層充実させるためにも、その利用のあり方の正確な把握が必要となるため、幼稚園に通っ

ているお子様の保護者の皆様に、就労状況や預かり保育の利用状況等に関するアンケート調

査を行うことといたしました。 

つきましては、お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、

ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、今回の調査は、幼稚園に通っているお子様の保護者の皆様を対象としておりますが、

平成２５年秋頃に就学前のお子様の保護者の方を対象としたニーズ調査も予定しております。

無作為抽出による調査のため、再度依頼をさせていただく場合がございますが、ご理解、ご

協力くださいますようよろしくお願いいたします。 

平成２５年６月 

                          川越市長 川 合 善 明 

 

アンケートご記入の流れ 

１．本アンケート用紙の設問の回答をご記入ください。 

※ 回答結果については、「子ども・子育て支援新制度」の検討以外には使用いたしません。 

また、個人情報については、対外的に使用することはありません。 

 

２．ご記入いただいた用紙については、幼稚園就園奨励費補助金の書類と合わせてご提出

ください。 
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ア ン ケ ー ト 調 査 票 

  
お子様が通園中の 

幼稚園名 

 
            幼稚園 

 

問１ お住まいの地区（当てはまる番号１つに○をつけてください） 

 

 1．本庁管内  ２．芳野地区  ３．古谷地区  ４．南古谷地区  ５．高階地区  ６．福原地区 

７．大東地区  ８．霞ケ関地区  ９．霞ケ関北地区 10．名細地区  11.山田地区 

 

問２ 上記の幼稚園に通われているお子様の生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は

１枠に１字。） 

 

平成    年    月   平成    年    月   平成    年    月 

 

問３  お子様のきょうだいは何人いらっしゃいますか。上記の幼稚園に通われているお子様を含めた人数を□内

に数字でご記入ください。お２人以上のお子様がいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

 

きょうだい数   人   末子の生年月 平成      年     月生まれ 

 

問４ 現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。 

 

（１）父親 【母子家庭の場合は記入不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。  

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．就労していない 

 

（１）-1 （１）で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。  

 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就

労時間が一定でない場合は最も多いパターンについて、産休・育休・介護休業中の方は休業に入る前の状

況について、お答えください。（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一字。） 

 

１週当たり      日      １日当たり          時間 

① 
（１）-2 （１）で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

 

家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は最も多いパターンについて、産休・

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について、お答えください。 

（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一字。時間は、２４時間制でお答えください。（例：０８時

～１８時）） 

 

家を出る時間     時      帰宅時間      時 

 

（２）母親 【父子家庭の場合は記入不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．就労していない 

 

（１）-1 へ 

（２）-1 へ 
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（２）-1 （２）で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。  

 

週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や就

労時間が一定でない場合は最も多いパターンについて、産休・育休・介護休業中の方は休業に入る前の状

況について、お答えください。（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一字。） 

 

１週当たり      日      １日当たり          時間 

 

（２）-2 （２）で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

 

家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は最も多いパターンについて、産休・

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について、お答えください。 

（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一字。時間は、２４時間制でお答えください。（例：０８時

～１８時）） 

 

家を出る時間     時      帰宅時間     時 

 

問5  問４の（１）または（２）で「3.4.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にうか 

がいます。該当しない方は、問６ もしくは問７ へお進みください。 

 

フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。  

 

（１）母親  １．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．フルタイムへの転換希望はない 

 

（２）父親  １．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．フルタイムへの転換希望はない 

 

問６  問４の（１）または（２）で「5.就労していない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問

７ へお進みください。 

 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号に○をつけ、該当する□内には数字をご記入く

ださい（一枠に数字は一字）。 

（１）母親 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等 

 

→１週当たり    日   １日当たり         時間 

 

２．１年より先、一番小さい子どもが          歳になったころに就労したい 

３．就労したくない 

 

（２）父親 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態 ア．フルタイム 

イ．パートタイム、アルバイト等 

 

→１週当たり    日   １日当たり         時間 

 

２．１年より先、一番小さい子どもが          歳になったころに就労したい 

３．就労したくない 
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問７  問４の（１）または（２）で「1.～4.」（就労している）に○をつけた方に、現在の幼稚園における預か

り保育（通常の就園時間を延長して預かる事業。以下同じ。）の利用状況等をうかがいます。 

 

（１）当てはまる番号１つに○をつけてください。  

 

１．現在、幼稚園においてほぼ毎日預かり保育を利用している。 

2．現在、幼稚園における預かり保育を利用していないが、他の保育事業等を利用している。 

３．現在、特に利用している保育事業等はない（上記１、２に該当しない） 

※親族、知人、友人等による預かりは３としてお答えください。また、親族等による預かりが中心で、時 

おり（例えば週１日程度）、幼稚園の預かり保育を利用するような方も３としてお答えください。 

 

（１）-1 （１）で「1．」に○をつけた方にうかがいます。  

 

週当たりの「利用日数」、１日当たりの「利用時間」をお答えください。利用日数や利用時間が一定でな

い場合は、最も多いパターンについてお答えください。（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一

字。） 

 

１週当たり    日   １日当たり         時間 

 

（１）-2 （１）で「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

 

どういった保育事業等を利用されているか、当てはまる番号１つに○をつけて下さい。また、週当たりの

「利用日数」、１日当たりの「利用時間」をお答えください。利用日数や利用時間が一定でない場合は、最

も多いパターンについてお答えください。（□内に数字で御記入ください。数字は一枠に一字。） 

利用している保育事業 

１．保育所の一時預かり（私用などの理由を問わずに一時的に子どもを預かる事業） 

２．トワイライト・ステイ事業（保護者の帰宅が遅くなる場合に平日の夕方から夜間に子どもを預かる事業） 

３．ショートステイ事業（保護者の病気等の理由により宿泊を伴って子どもを預かる事業） 

４．ファミリー・サポート・センター事業（地域住民が子どもを預かる事業） 

５．ベビーシッター 

６．認可外の保育施設 

７．その他 → （事業名等：                    ）       

     

 

１週当たり    日   １日当たり         時間 

 

問８  すべての方にうかがいます。 

平日、日中の保育・教育の事業（預かり保育を含む）を利用されている理由について、当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

 

お子さんの身の回りの世話をしている方が 

１．現在就労している 

２．就労予定がある／求職中である 

３．家族・親族などを介護している 

4．病気や障害がある 

5．学生である 

6．子どもの教育や発達のため 

7．その他（                              ） 

 

（１）-1 へ 

問８へ 

（１）-2 へ 
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問９  すべての方にうかがいます。 

（１）日頃、お子様を預かってもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる 

３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる 

5．いずれもいない 

  

（１）-1 （１）で「1．」または「2.」に○をつけた方にうかがいます。 

 

祖父母等の親族に預かってもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

１．祖父母等の親族が子どもを預かることについては、特に問題はない 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5．その他（                                ） 

 

（１）-2 （１）で「3．」または「4.」に○をつけた方にうかがいます。 

 

友人・知人に預かってもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5．その他（                                 ） 

 

問10  すべての方にうかがいます。 

（１）お子様の子育てをする上で、気軽に相談できる人や相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

 

１．ある →（１）-1 へ     ２．ない →問 11 へ 

 

（１）-1 （１）で「1．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

 

気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 

１．親や家族   ２．友人や知人   ３．近所の人   ４．子育て支援施設・NPO 

5．保健所・保健センター   ６．保育士   ７．幼稚園教諭   ８．かかりつけの医師 

９．自治体の子育て関連担当窓口   １０．その他（                                          ） 

 

問11  すべての方にうかがいます。 

子育てをする上で、周囲（身近な人、行政など）からどのようなサポートがあればよいとお考えでしょ 

うか。ご自由にお書きください。 

子育て環境についてうかがいます 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。 

幼稚園就園奨励費補助金の書類と合わせてご提出ください。 

（１）-1 へ 

（１）-2 へ 

問 10 へ 


